
≪事業の目的及び現在の取組み概要等≫
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評価対象年度 令和3年度 事業担当課 南総合事務所　地域福祉課

編　成　区　分 当初 担当者・内線 本田・74536　

≪基本情報≫

事 務 事 業 名 地域活性化事業費（魅力コンテンツ化事業）

個　別　施　策 H2-1 協働できる環境を整えます

個別施策の目的
（対象と意図）

対　　　　象 意　　　　　　　　　　　　図

多様な主体同士が 協働に対する理解を深め、意識を高めている。

基　本　施　策 H2 つながりあう地域社会をつくります

基本施策の目的
（対象と意図）

対　　　　象 意　　　　　　　　　　　　図

多様な主体同士が
お互いの強みを活かした役割分担のもと、いつでも協働の手
法を使って、地域課題に取り組んでいる。

上記の問題点に対して
現在行っている事業の

有無
　無

当該新規・拡大事業を
行うにあたり、縮小・統

合・廃止する事業

　無

≪事業の概要≫

事業の具体的内容
（対象、事業主体、事業
期間、総事業費、事業

費内訳等記載）

　長崎市南部地域（長崎半島と周辺の島々）の魅力（豊かな自然、風景、歴史や文化）に新
たに恐竜（遥かなる過去）の時代が加わる。これにより、南部地域は遥かなる過去（恐竜）か
ら現在まで脈々と続く時間の流れをたどることができる地域となる。
　長崎南商工会青年部を中心に実行委員会を立ち上げ、この時間の流れを５分程度で紹介
するプロモーションビデオ（PV）を製作し、共通のストーリーでつながることで南部地域の一
体感を生み出し、令和３年10月の長崎のもざき恐竜パークのオープン効果を地域に広めシ
ビックプライドの醸成に貢献する。

　【事業期間】令和3年度
　【総事業費】550千円
　【事業費内訳】令和3年度
　　　　負担金：550千円（専門家謝礼金 　　 　20千円
　　　　　　　　　　　　　　　 映像制作費　　　　　　　　200千円：5分程度
　　　　　　　　　　　　　　　パンフレット作製費　　　 　200千円：1万枚程度
　　　　　　　　　　　　　　　スタンプラリー運営費　　　110千円
　　　　　　　　　　　　　　　事務費　　　　　　　　　　　　20千円
                                    合計　　　　　　550千円）

現状・問題点
令和３年10月に長崎のもざき恐竜パークが供用開始となり、新たな魅力が加わる見込みと
なるが、その魅力が長崎市南部（長崎半島と周辺の島々）の魅力として共有されていない。

目標（誰（何）をどのよう
な状態にしたいのか）

長崎市南部（長崎半島と周辺の島々）の魅力を共有及び発信し、地域住民のシビックプライ
ドを醸成したい。

課題（どういうことをする
必要があるのか）

恐竜時代から現代までのストーリーでつなぐことで、南部地域（長崎半島と周辺の島々）全体
の魅力コンテンツとしてPRする必要がある。

業務量の増減 20時間の増（商工会打ち合わせ：2H×5回＝10H、映像作成準備：10H）

新 規

拡 大



市民等の参画と
協働のまちづくり

（取組みに☑をし、
その内容を記載）

長崎南商工会青年部等 と協働し、長崎市南部地域（長崎半島と周辺の島々）の魅力を発信
するコンテンツを作成する。

事　業　期　間 （　　年度～　　年度　）

その他 一般財源

当　年　度 550 550

金額（千円） 国 県 地方債

550

財源名称　 地域振興基金繰入金

成
果

(

活
動

)

指
標

指標（単位） 事業進捗率（％）

年　　　度 令和3年度

予
算
額 総　　　額 550

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目　標　値 100

成果指標及び
目標値の説明

長崎市南部地域（長崎半島と周辺の島々）の魅力を発信し、地域住民のシビックプライドの
醸成を目的としていることから、事業進捗率を成果指標とした。

評　価　結　果

(1)今後の事業の方向性と理由

　恐竜博物館の開館による地域活性化の効果を南部地域全体に広げていくため、地域住民のシビックプライドの醸成
を図るもの。
　長崎半島と周辺の島々の自然や風景、歴史といったそれぞれの魅力を１つのストーリーとしてプロモーションビデオ
やパンフレットを作成し、魅力の発信を行う。
　また、南部地域の様々なスポットを巡ってもらうため、デジタルスタンプラリーを開催するものである。
　南部地域の魅力を地域住民が共有することで、シビックプライドの醸成につながっていくことから、事業の実施は適
当である。

(2) 評価会議における指摘事項

単年度 単年度繰り返し 期間限定

一部不採択

所管案のとおり

企画不十分

事業規模縮小

企画不十分不採択

採択
事業のやり方改善 事業規模拡大

事業統廃合 その他

情報共有 参画 協働


